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「抗アミロイド抗体薬投与前の軽度認知機能低下を呈する患者の特徴と傾向 

～認知機能評価の結果からの考察～」に関するお知らせ 

 

このたび、当院で診察を行った患者さんの情報を用いた以下の研究を実施いたします。 

本研究は、市立吹田市民病院臨床研究審査委員会の承認を得て、病院長許可のもと行うものです。 

本研究では、患者さんに追加でご負担をお願いすることはありませんが、カルテ情報等を使用す

ることに賛成でない場合、あるいはご質問がある場合は、問い合わせ先までお申し出ください。お

申し出いただいても不利益になることは一切ありません。 

 

１. 研究の対象となる方 

 2024 年 8 月～2026 年 5 月までに当院 MCI 外来を受診し，抗アミロイド抗体薬投与の対象と医師

が判断し，リハビリテーション科外来で認知機能評価を実施した患者さん 

 

２. 研究の目的 

当院脳神経内科では，2024年 11 月より，レケンビ（レカネマブ）やケサンラ（ドナネマブ）など

の抗アミロイド抗体薬投与治療を開始しています．この治療は，MCI（Mild Cognitive Impairment:

軽度認知障害）と診断された患者様に対して，病気の原因となる異常たんぱく質を除去し，認知症

への進行を遅らせることを目的としています．  

リハビリテーション科では，抗アミロイド抗体薬投与の際の選択基準のひとつである，認知機能評

価と抑うつスケール評価を実施しています．医師は，アミロイド PET 検査や頭部 MRI 検査に加え

て，これらの認知機能評価結果をもとに，投与適否の診断をし，患者様に最適な治療を提供してお

ります． 

今回は，リハビリテーション科で実施した認知機能評価結果と生活状況の問診を加えた臨床的特徴

をまとめ，検討を行うことを計画しました．これらの検討を行うことは，我々病院勤務の作業療法

士が，抗アミロイド抗体薬投与治療前後の評価や介入などで MCI 患者様に関わる機会が生じた際

に，患者様と家族に対して，多面的な支援や情報提供を的確に行う一助となると考えます． 

 

３. 研究期間 

病院長の許可後～2026年 12月 06 日 

 

４. 利用の開始予定日 

2026年 7月 20日 

開始予定日以降も研究への利用停止などのお申し出に可能な限り対応いたします。 

 

５. 研究に用いる情報の内容とその取得方法 

 カルテより以下の情報を取得します。 

①基本属性：年齢、性別 

②作業療法評価：認知機能評価、抑うつスケール評価 

③生活状況の評価：患者様，当日付添いの家族様に問診を実施． 

※この研究で得られた患者さんの情報は、研究責任者である常深志子が、個人が特定できないよ
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うに加工した上で管理いたします。そのため、患者さんのプライバシーが侵害される心配はあ

りません。 

 

６. 情報を利用する者（研究実施機関） 

・市立吹田市民病院 リハビリテーション科 常深 志子（研究責任者） 

 

７. 情報の管理責任者 

  市立吹田市民病院 病院長 内藤 雅文 

 

８. お問い合わせについて 

ご自身のカルテ情報等を利用されたくない場合、あるいはご質問がある場合には、以下の問い合

わせ先までご連絡ください。 

利用されたくない旨のご連絡をいただいた場合は、研究に用いられることはありません。 

ただし、ご連絡いただいた時点で、既に研究結果が論文などで公表されていた場合、結果などを

廃棄することができないことがありますので、ご了承ください。 

 

 

〇研究課題名：抗アミロイド抗体薬投与前の軽度認知機能低下を呈する患者の特徴と傾向 

～認知機能評価の結果からの考察～ 

〇研究責任者：市立吹田市民病院 常深 志子 

〇お問い合わせ先： 

市立吹田市民病院 リハビリテーション科 

住所：〒000-0000 大阪府吹田市岸部新町 5-7 

電話：06-6387-3311（代表）（土日祝日を除く 9：00～17：00） 

 


